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①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-① 課　　　名 すこやか健康課

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 みんなで子育てを支え合い・応援する環境づくり

戦略事業名 ①妊産婦支援事業

【助産師配置】
　すくすく広場や離乳食教室に助産師を
配置し、妊娠・出産・育児に関する相談に
応じている。また、第１子の赤ちゃん訪問
を助産師が実施する。

【産後ケア事業】
　産後１年以内の産婦を対象に、助産師
による母の心身のケアや授乳・育児相談
などを実施する。これまで、利用時間を10
時～15時としていたが、10時～13時の短
時間利用もできるようになった。（会場は
中山クリニック２階を使用）

予算事業名 母子保健事業（助産師配置・産後ケア）

令和３年度実績額 335,000円 令和４年度予算額(６月補正後) 534,000円

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

妊娠出産に満足している者の割合 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
71.7%

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
【助産師配置】
　すくすく広場や離乳食教室に助産師を
配置し、妊娠・出産・育児に関する相談に
応じている。また、第１子の赤ちゃん訪問
を助産師が実施している。
・助産師訪問数　17組

【産後ケア事業】
　概ね産後４か月頃までの産婦を対象
に、助産師による母の心身のケアや授
乳・育児相談などを実施している。（会場
は中山クリニック２階を使用）
・実利用者数 8人（延利用者数 9人）

【助産師配置】
　すくすく広場や離乳食教室に助産師を
配置し、妊娠・出産・育児に関する相談に
応じている。また、第１子の赤ちゃん訪問
を助産師が実施している。
・助産師訪問数　19組

【産後ケア事業】
　産後１年以内の産婦を対象に、助産師
による母の心身のケアや授乳・育児相談
などを実施している。（会場は中山クリ
ニック２階を使用）
・実利用者数　3人

⇒ 令和３年度末 79.1% 94.5%
目標値

（令和6年度末）
83.7%

数値目標達成状況 おおむね達成

達成状況の要因分
析

　令和２年度から、助産師の配置と産後ケア事業を実施し、産後不安定になりがちな母の心身の
サポートを実施している。助産師による訪問指導や相談事業では、特に授乳に関して不安を抱き
やすい初産婦に対し、具体的な指導を実施できており、産婦の満足度につながっていると考えら
れる。
　また、産後ケア事業では、休息を取れずに育児をしている母に休息の機会を提供したり、育児
不安を抱える母の相談に対応しており、産後の疲労回復や不安解消につながっていると考えられ
る。

新たな目標の考え
方

－
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②

③

④ 事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　特に授乳方法などにおいて、助産師は具体的な指導が実施できるため、授乳に関する不安を抱き
やすい初産婦に対して、助産師の訪問指導や相談事業は有意義である。
　また、育児不安を抱えている母や、十分な休息をとれずに育児をしている母に対し産後ケア事業を
実施し、助産師による育児相談を行ったり、休息の機会を提供することは、産後うつの予防や育児ス
トレスの軽減のために必要である。
　コロナ禍においては、外出をためらい家に閉じこもりがちな母子もおり、育児不安や育児疲れが蓄
積することも考えられるため、今後も感染対策をしっかり実施しながら、助産師による訪問指導や相
談事業を実施していく。また、産後ケア事業も継続し、育児不安や育児疲れがある産婦に対し、心身
のケアや休息の機会を提供していく。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

　引き続き、助産師による訪問活動、相談事業を通じた育児指導、産後ケアでの育児相談や休息機会等の提供を行
い、妊産婦の心身のサポートを実施した。また、ホームページやアプリ等により、しっかりと事業の周知が図れた。

　母子をサポートするため、令和２年度から助産師の配置と産後ケア事業を実施しており、妊娠・出産に満足している
者の割合は79.1％と目標値（83.7％）に近づいている。
　助産師による訪問や相談については、授乳や児の体重増加に不安がある産婦に対し、具体的な授乳指導が実施で
き、効果的であった。
　産後ケア事業については、十分な休息がとれずに育児をしている母が利用することで、母に休息の機会を提供し、産
後うつの予防や育児ストレスの軽減につながった。また、育児不安を抱える母へ助産師による育児相談を実施すること
で、育児不安の解消にもつながった。

内部評価結果

　助産師による訪問活動、相談事業を通じた育児指導や産後ケア事業での育児相談や休息機会の提供が、妊産婦の
満足度につながっており、ＫＰＩの達成に向けて順調。今後も、継続して心身のサポートを実施していくことが重要
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①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-① 課　　　名 すこやか健康課

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 みんなで子育てを支え合い・応援する環境づくり

戦略事業名 ①妊産婦支援事業

妊産婦を対象に、同じ地域で子育てをして
いくための仲間作りを第一の目的に開催し
ている。気軽に参加できてリラックスしてもら
える場として利用できるように、飲み物やお
やつの提供も行っている。また、専門職（助
産師や歯科衛生士等）によるミニ講座があ
り、必要な知識を持ち帰ってもらうことや、妊
娠生活や育児についての悩みを相談できる
ことを目的に講座を企画している。

計画
回数：年8回
ミニ講座：産後ヨガ2回
　　　　　　ベビーマッサージ2回
　　　　　　歯みがき講座2回
　　　　　　授乳についてのおはなし2回

予算事業名 母子保健事業（マザーズカフェ）

令和３年度実績額 53,255円 令和４年度予算額(６月補正後) 72,000円

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

マザーズカフェの開催 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
年間延べ72人

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
妊産婦を対象に、同じ地域で子育てをして
いくための仲間作りを第一の目的に開催し
ている。気軽に参加できてリラックスしてもら
える場として利用できるように、飲み物やお
やつの提供も行っている。また、専門職（助
産師や歯科衛生士等）によるミニ講座があ
り、必要な知識を持ち帰ってもらうことや、妊
娠生活や育児についての悩みを相談できる
ことを目的に講座を企画している。

実績
回数：年6回（新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から2回中止）
ミニ講座：産後ヨガ3回
　　　　　　ベビーマッサージ1回
　　　　　　歯みがき講座2回
参加者：延べ77人（うち妊婦1人）

妊産婦を対象に、同じ地域で子育てをして
いくための仲間作りを第一の目的に開催し
ている。気軽に参加できてリラックスしてもら
える場として利用できるように、飲み物やお
やつの提供も行っている。また、専門職（助
産師や歯科衛生士等）によるミニ講座があ
り、必要な知識を持ち帰ってもらうことや、妊
娠生活や育児についての悩みを相談できる
ことを目的に講座を企画している。

実績
回数：年8回（新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から2回飲食物の提供を中止）
ミニ講座：産後ヨガ4回
　　　　　　ベビーマッサージ2回
　　　　　　歯みがき講座2回
参加者：延べ72人(うち妊婦6人)

⇒ 令和３年度末 年間延べ72人 80.0%
目標値

（令和6年度末）
年間延べ90人

数値目標達成状況 おおむね達成

達成状況の要因分
析

　令和3年度の参加人数は基準値と同じで、大飯地区の参加人数は伸びているが名田庄地区で
の参加人数が少ない状況。1歳前後で保育園に入園する児が増え、幼児の参加が少なくなったこ
とが原因と考えられる。一方で第1子や妊婦の参加が増え、教室の周知や助産師の配置等の成
果が出てきていると考えられる。今後も妊婦や未入園児の親が気軽に参加できるように新生児訪
問等で積極的に周知していく。

新たな目標の考え
方

－

R3.8 保健福祉センターなごみ R3.12 あっとほ～むいきいき館
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②

③

④ 事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　チラシを配布するだけより直接教室について説明して勧めた方が初めてでも抵抗感が少なく参加で
きていると感じたため、妊娠届出時や新生児訪問等、確実に話ができる機会に直接情報提供するよ
う心がける。特に初妊婦には両親学級代わりとしての利用を勧めていく。
　また、コロナ禍で子どもと気軽に外出できる場所が少なくなっており、子どもと遊んだり他の親と交
流したりできる大事な機会として利用されている方が多い。感染対策を心がけたうえでできるだけ中
止せずに開催する必要がある。また、デザートの提供や飲食しながらの交流を楽しみに来られる方も
おられるので、感染防止のために飲食を中止にする際は、できるだけ多くの場所で事前に周知してい
く必要がある。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

　妊婦の参加数が少なかったことから、令和4年度より妊婦でも参加しやすい講座として助産師による「授乳についての
おはなし」を計画している。

　令和3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から2回飲食物の提供を中止したが、ミニ講座は予定通り開
催した。コロナ禍で外出できる場所が減っているため、子どもを連れて遊びに行ける場所として提供できた。
妊婦の参加については、上の子どもを連れての参加の他、初妊婦が助産師への相談や友達作りのために参加するこ
ともあり、教室の認知の幅が広がりつつある。

内部評価結果

・コロナ禍で子どもと気軽に外出できる機会が少なくなっていた中で、子どもと遊んだり、親同士が交流したりできる大
切な機会として利用されている方も多く、令和3年度は感染対策に心がけた上で、可能なかぎり開催しＫＰＩは概ね達成
している
・今後も、妊婦や未入園児の親が気軽に参加できるように新生児訪問等で積極的に周知していくことが重要
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①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-② 課　　　名 住民窓口課

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 みんなで子育てを支え合い・応援する環境づくり

戦略事業名 ②子育て世代に優しい町ＰＲ事業

　今年度も、コロナ禍の状況は変わっておらず、
昨年同様、参加定員を設けたり、広い会場を使用
するなど、３つの密にならないよう運用を行ってい
る。そのため、今年度も、利用者は例年より減少
傾向にあるが、参加を楽しみにしている人は多く、
毎回一定数の利用者がある。
　また、情報発信については、館内において町の
子育て支援施策ＰＲパネルや観光ポスターの掲
示などでＰＲを行っており、併せてＳＮＳを使って
の情報発信も実施している。
　なお、今年も新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、春の企画展は無く、秋の企画展におい
ても実施は未定である。
【令和４年度各事業予定】
・子育て応援プログラム　年２４回開催
・子育てマイスターさんとあそぼう　年１１回開催
・なかよししましょ　年１１回開催
・秋期企画展（実施未定）

予算事業名 （経常）こども家族館管理運営事業

令和３年度実績額 215,000円 令和４年度予算額(６月補正後) 240,000円

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

イベント入込数 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
年間延べ 22,717人

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
　こども家族館は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、昨年度から引き続き６月１日まで
閉館となった。その後、順次子育て支援のための
事業を再開したが、参加定員を設けたり、広い会
場に変更するなど、３つの密にならないよう運用
を行った。そのため、利用者は例年より減ってい
るが、参加を楽しみにしている人は多く、毎回一
定数の利用者があった。
　また、情報発信については、館内において町の
子育て支援施策ＰＲパネルや観光ポスターの掲
示などでＰＲを行った。
　なお、例年は春と秋に企画展を開催している
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
中止となった。
【令和２年度各事業実績】
・子育て応援プログラム　453名
・子育てマイスターさんとあそぼう　235名
・なかよししましょ　227名
・春秋期企画展（中止）

　令和３年度も、コロナ禍の状況は変わらず、県
下に緊急事態宣言が発令されたことにより、こど
も家族館は８月７日から９月３０日まで休館を余儀
なくされた。再開してからも、参加定員を設けた
り、広い会場を使用するなど、３つの密にならない
よう運用を行った。そのため、利用者は例年より
大幅に減少したが、参加を楽しみにしている人は
多く、毎回一定数の利用者があった。
　また、情報発信については、館内において町の
子育て支援施策ＰＲパネルや観光ポスターの掲
示などでＰＲを行い、ＳＮＳを使っての情報発信も
再開した。
　なお、例年企画展を開催しているが、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、春の企画展は
無く、秋の企画展も中止となった。
【令和３年度各事業実績】
・子育て応援プログラム　434名
・子育てマイスターさんとあそぼう　294名
・なかよししましょ　220名
・秋期企画展（中止）

⇒ 令和３年度末 948人 4.0
目標値

（令和6年度末）
年間延べ 23,500人

数値目標達成状況 現状では達成が難しい

達成状況の要因分
析

　令和３年度は、コロナ禍のため、実施を予定していた秋の企画展が中止になった。他の事業も
制限をかけた中での運用であったため、例年に比べて参加者数は減少したが、企画展の参加者
は、成果を測る指標に用いる人数の大部分を占めているため、中止の影響によりＫＰＩ達成率が
大変低くなってしまった。
　しかしながら、令和６年度にはコロナ禍の状況は改善しているものと考え、目標値は据え置くこ
ととしたい。

新たな目標の考え
方

－

子育てマイスターさんと遊ぼう（食事についてのお話）子育て応援プログラム（赤ちゃんと絵本を楽しもう）
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②

③

④ 事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　コロナ禍においても、子育て中の家族の利用は一定数あり、子育てや育児に関する悩みについて、
身近な施設で気軽に相談できる環境を整えることは有意義であると思われる。
　また、イベント時だけでなく、平日においても専門的に相談できる機会を更に増やしていくことが必
要であると考え、平成２９年度以降、新たな子育て応援プログラムとして「子育てマイスターさんとあそ
ぼう」を年11回（8月除く月1回）開催することとし、保育、医療、看護、保健など子育てに関する国家資
格を持つ「子育てマイスター」から、子育てに関する助言を受けたり、悩みや不安に関する相談ができ
る機会を創出しており、他の相談の機会と併せてアフターコロナにも対応していきたい。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

　町子育て支援施策等を啓発するためのパネルなどは常時掲示しており、来館者に対して一定のＰＲ効果はあるもの
と思われる。
　その効果を直接的に移住・定住の促進につなげていくためには、興味を持たれた方に対して、町の子育て包括支援
センター等の関係機関とも綿密に連携しながら、PRに取り組んでいく必要があると思われる。

内部評価結果

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、大規模イベントを実施できなかったことにより実績がＫＰＩを下回っている
が、今後状況が改善するものと考えＫＰＩは維持する。イベントなどでのＰＲを移住・定住につなげていくための取組が重
要
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① 数値目標達成状況 達成

達成状況の要因分
析

　ここ数年未満児からの入園が増加しており、特に1歳児からの入園が増加傾向にあり、園児数
は安定している。しかし、出生数は徐々に減少しており、今後は園児数の減少も考えられる。
　今後も保育内容の充実に努め、保護者や地域から信頼される園作りを目指し、就園率アップに
心掛ける。
※なお、入園希望者については100％就園している（待機児童なし）

新たな目標の考え
方

－

令和３年度末 91.7% 101.9
目標値

（令和6年度末）
90.0%

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

入園率 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
88.7%

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

⇒

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

予算事業名 大飯地区認定こども園運営委託等事業

令和３年度実績額 328,835,150円 令和４年度予算額(６月補正後) 345,725,000円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ③保育料負担軽減事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-③ 課　　　名 住民窓口課

7 



②

③

④

　国の幼児教育、保育無償化に併せて、第1子0歳から2歳児の保育料軽減、第2子以降保育料無償化、3歳から5歳児
の副食費の無償化を行うことにより、保護者の経済的負担が軽減された。

内部評価結果

　保育にかかる経済的な負担を軽減することで子どもを預けやすい環境が整った結果、ＫＰＩの達成に向けて順調。今
後も、継続して保育内容の充実に努めていくことが重要

事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　保育料の負担を軽減することにより、子どもを園に預けやすくなるとともに、保護者の働きやすい環
境が整えられる。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

8 



① 数値目標達成状況 達成

達成状況の要因分
析

　ここ数年未満児からの入園が増加しており、特に1歳児からの入園が増加傾向にあり、園児数
は安定している。しかし、出生数は徐々に減少しており、今後は園児数の減少も考えられる。今後
も保育内容の充実に努め、保護者や地域から信頼される園作りを目指し、就園率アップに心掛け
る。
※なお、入園希望者については100％就園している（待機児童なし）

新たな目標の考え
方

－

令和３年度末 90.0% 100.0
目標値

（令和6年度末）
90.0%

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

入園率 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
88.7%

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

⇒

・第1子　0歳～2歳児の保育料軽減

・第2子以降、保育料無償化

・3歳～5歳児の副食費を無償化

予算事業名 名田庄こども園運営事業

令和３年度実績額 42,139,128円 令和４年度予算額(６月補正後) 46,917,000円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ③保育料負担軽減事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-③ 課　　　名 住民窓口課
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②

③

④

　国の幼児教育、保育無償化に併せて、第1子０歳から2歳児の保育料軽減、第2子以降保育料無償化、3歳から5歳児
の副食費の無償化を行うことにより、保護者の経済的負担が軽減された。

内部評価結果

　保育にかかる経済的な負担を軽減することで子どもを預けやすい環境が整った結果、ＫＰＩの達成に向けて順調。今
後も、継続して保育内容の充実に努めていくことが重要

事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　保育料の負担を軽減することにより、子どもを園に預けやすくなるとともに、保護者の働きやすい環
境が整えられる。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映
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①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 課　　　名 　すこやか健康課１-④

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ④にこにこ赤ちゃん応援事業

　乳幼児の子育てに係る経済的負担
を軽減することを目的として、満２歳
誕生月までの乳幼児を養育する保護
者に対して、おむつ購入費年間最大
24,000円の助成を行う。

【対象乳幼児】212人
　令和2年4月1日～令和5年2月生ま
れの乳幼児

予算事業名 にこにこ赤ちゃん応援事業

令和３年度実績額 2,967,393円 令和４年度予算額(６月補正後) 3,440,000円

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

― 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
　乳幼児の子育てに係る経済的
負担を軽減することを目的として、
満２歳誕生月までの乳幼児を養
育する保護者に対して、おむつ購
入費年間最大24,000円の助成を
行う。

【実績】
対象乳幼児：184人
支給人数：158人（子の数：168人）
申請率91.3%
※限度額合計：3,246,000円
　 支給額合計：2,692,958円

　乳幼児の子育てに係る経済的負
担を軽減することを目的として、満
２歳誕生月までの乳幼児を養育す
る保護者に対して、おむつ購入費
年間最大24,000円の助成を行う。

【実績】
対象乳幼児：149人
支給人数： 115 人（子の数：131
人）
申請率87.9%
※限度額合計：3,264,000円
　 支給額合計：2,935,618円

⇒
令和３年度

末目標値
（令和6年度末）

数値目標達成状況 　

達成状況の要因分
析

新たな目標の考え
方

－
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②

③

④ 事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　保護者へのアンケートを実施した結果、この事業に対して、ありがたいと感じている保護者が
多いことが分かった。また、保護者の方より頂いたご意見を、施策に反映できるよう今後検討し
ていきたい。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

　事業に関する補助の内容や補助額について保護者へのアンケートを実施し、令和５年度以降の事業内容の検
討材料とする。

　満２歳誕生月までの乳幼児を養育する保護者への経済的支援が図れたとともに、アンケートを実施することに
より、保護者のニーズや思いを聴き取ることが出来た。また未申請者には、通知文と電話により、申請を促した。

内部評価結果

　令和3年度の支給人数は115 人（子の数：131人）であり、乳幼児を養育する保護者への経済的支援の観点か
ら重要な事業となっている

12 



①

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

―

数値目標達成状況

達成状況の要因分
析

新たな目標の考え
方

－

現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
―

⇒ 令和３年度末
目標値

（令和6年度末）
―

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
【概要】
小児インフルエンザの予防接種費用の一
部を助成することにより、小児におけるイ
ンフルエンザの発症及び重症化を予防す
るとともに、保護者の経済的負担の軽減を
図る。

対象者：年度初日において満1歳～小学
          校6年生まで
助成額：接種費用の1/2（1回 1,850円を
          上限、十円未満切り捨て）
助成回数：2回まで
助成する接種期間：10月～翌年1月31日

【実績】
対象者数　　834人
１回　　　　　 207人
２回　　　　　 379人

【概要】
小児インフルエンザの予防接種費用の
一部を助成することにより、小児における
インフルエンザの発症及び重症化を予防
するとともに、保護者の経済的負担の軽
減を図る。

対象者：年度初日において満1歳～小
           学校6年生まで
助成額：接種費用の1/2（1回 1,850円
           を上限、十円未満切り捨て）
助成回数：2回まで
助成する接種期間：10月～翌年1月31日

【実績】
対象者数　　828人
１回　　　　　 134人
２回　　　　　 324人

【概要】
小児インフルエンザの予防接種費用の一
部を助成することにより、小児におけるイ
ンフルエンザの発症及び重症化を予防す
るとともに、保護者の経済的負担の軽減
を図る。

対象者：年度初日において満1歳～小
           学校6年生まで
助成額：接種費用の1/2（1回 1,850円を
          上限、十円未満切り捨て）
助成回数：2回まで
助成する接種期間：10月～翌年1月31日

【予算】
1,600円×982人

予算事業名 予防事業（小児インフルエンザ予防接種費助成）

令和３年度実績額 1,168,500円 令和４年度予算額(６月補正後) 1,571,200円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ④にこにこ赤ちゃん応援事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-④ すこやか健康課課　　　名
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②

③

④

接種費用の一部を助成し、保護者の経済的負担の軽減を図ることができている

　子どものインフルエンザの蔓延防止に努めるために接種を促すとともに、接種費用の一部を助成し、保護者の経済的
負担の軽減を図ることができた。また、接種費の代理受領を委託する医療機関を増やしたことで、町外医療機関での接
種も多く見られた。

内部評価結果

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

引き続き、町外でも代理受領できる医療機関を継続実施し、保護者の申請の手間を減らし、接種率向上に努めた.

事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　引き続き、助成の案内と同時にインフルエンザワクチンの効果や適切な接種時期などの正しい知識
も周知できるよう務める。

14 



①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-⑤ 課　　　名 住民窓口課

戦略分類 １．子育て支援

戦略事業名 ⑤子育て支援医療費助成事業

予算事業名 子育て支援医療費助成事業

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

令和３年度末

令和３年度実績額 28,252,000円 令和４年度予算額(６月補正後) 26,376,899円

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)

　18歳以下の子供たちに係る医療費
の自己負担額を助成することで、子
育て世帯に対する経済的な支援を行
い、児童福祉の増進を図る。

※0歳から18歳に達した年の3月31日
までの子どもが助成対象

　同左 　同左

達成状況の要因分
析

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

― 現　　　状
KPI達成率

（％）

目標値
（令和6年度末）

―

数値目標達成状況

基準値
（平成30年度）

―
⇒

新たな目標の考え
方

－
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②

③

④ 事業成果

令和３年度において、延べ11,750件、25,568,169円の医療費助成を行うことができた。

内部評価結果

子育て世帯を経済的に支援するための重要な施策であり、今後も継続して取り組んでいく必要がある

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

 子どもの1人当たりの年間の医療費やデータを収集し、予算確保に努める。

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）
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① 数値目標達成状況

達成状況の要因分
析

新たな目標の考え
方

－

令和３年度末
目標値

（令和6年度末）
―

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

― 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
―

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)

　母子手帳の交付から出産の約２か
月後までの妊婦及び産婦への医療
費助成を行うことで、妊婦、産婦がい
る世帯に対して経済的な支援を行っ
た。

　同左

⇒

　同左

予算事業名 妊婦等医療費助成事業

令和３年度実績額 2,094,600円 令和４年度予算額(６月補正後) 2,827,000円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ⑥妊婦等医療費助成事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-⑥ 課　　　名 住民窓口課
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②

③

④

・認定者数　５６名
・支給件数　のべ５３３件
・助成額　　2,071,064円

内部評価結果

　妊婦及び産婦にかかる医療費の助成を通じて、子育て世帯を支援していくために町が独自に実施している施策であ
り、今後も継続して取り組んでいく必要がある

事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　里帰り出産等県外の医療機関の診療事例が多く、申請確認作業において、他の補助事業（妊婦検
診への補助等）への申請漏れが発生しないよう、連携をとって事業を実施する。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映
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①

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-⑦ 課　　　名 学校教育課

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ⑦高等学校等通学費支援事業

【概要】
　高等学校等に就学する生徒の通学に要
する経費補助
高等学校、高等専門学校、特別支援学校
高等部及び専修学校高等課程に修学す
る生徒の通学に要する経費の一部を助
成することにより、その保護者の負担を軽
減し、もって本町における子育て環境の
整備を図る。
　補助額：通学に要する公共交通機関の
定期乗車券購入費の1/2
　（助成限度額　１箇月10,000円/人）

【予定】　助成対象人数
　大飯地域　     130人
　名田庄地域　   46人
　合計              176人　    7,500,000円

予算事業名 高等学校等通学費支援事業

令和３年度実績額 6,729,800円 令和４年度予算額(６月補正後) 7,500,000円

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

利用率 現　　　状
KPI達成率

（％）

基準値
（平成30年度）

82.1%

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
【概要】
　高等学校等に就学する生徒の通学に要
する経費補助
高等学校、高等専門学校、特別支援学校
高等部及び専修学校高等課程に修学す
る生徒の通学に要する経費の一部を助
成することにより、その保護者の負担を軽
減し、もって本町における子育て環境の
整備を図る。
　補助額：通学に要する公共交通機関の
定期乗車券購入費の1/2
　（助成限度額　１箇月10,000円/人）

【実績】　助成実人数
　大飯地域　   135人　4,571,200円
　名田庄地域　 32人　1,727,400円
　合計            167人　6,298,600円

事業開始年度：平成22年度

【概要】
　高等学校等に就学する生徒の通学に要
する経費補助
高等学校、高等専門学校、特別支援学校
高等部及び専修学校高等課程に修学す
る生徒の通学に要する経費の一部を助
成することにより、その保護者の負担を軽
減し、もって本町における子育て環境の
整備を図る。
　補助額：通学に要する公共交通機関の
定期乗車券購入費の1/2
　（助成限度額　１箇月10,000円/人）

【実績】　助成実人数
　大飯地域　     140人     4,719,900円
　名田庄地域　   39人      2,009,900円
　合計              179人　   6,729,800円

⇒ 令和３年度末 89.5% 106.5%
目標値

（令和6年度末）
84.0%

数値目標達成状況 達成

達成状況の要因分
析

　高等学校等に通学しているすべての生徒が最寄りのバス停から公共交通機関を利用し通学し
ているのでなく、保護者の通勤に合わせて通学している生徒や、最寄りの駅まで送迎している保
護者が毎年一定数いることから、通学費助成の利用については例年横ばいで推移している。ただ
し、毎年、対象者数に変動があるため、令和３年度については達成した。
　今後も引き続き、町の広報、ホームページや有線放送、また町のメール配信を活用し、高等学
校等に通学する保護者に対し、周知を行うとともに負担軽減を図っていきたい。

新たな目標の考え
方

－
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②

③

④

引き続き、広く周知を行うとともに、アンケート調査等による効果検証を行う。

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

内部評価結果

・保護者の通勤に合わせて通学している生徒等が一定数いるため、例年利用率は概ね横ばいではあるものの、令和3
年度はＫＰＩを達成しており、子育て家庭の経済的なサポートにつながっている
・小浜線の乗客数を増やす観点からも重要な取組として、引き続き、周知・広報活動を実施していくことが重要

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

事業成果

高等学校等に就学する生徒の保護者に対し、経済的サポートができた。
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①

達成状況の要因分
析

新たな目標の考え
方

　当該事業におけるＫＰＩ・数値目標は設定されていないが、保護者等に対する経済的サポートの
面において、事業目的を達成することができた。
　今後も引き続き、修学意欲のある若者の未来を応援するため、国内の大学等に在学する者を
扶養する保護者等への経済的支援を図るとともに、学生に対する町の情報発信に努めたい。

－

数値目標達成状況 　

⇒ 令和３年度末 ー ー
目標値

（令和6年度末）
―

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

― 現　　　状
KPI達成率

（％）

基準値
（平成30年度）

―

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)
【概要】
大学や短期大学、専門学校等に進学す
る学生の保護者に対し、月額20,000円
（最高 4年分：960,000円（所得要件あり））
を給付することにより、修学意欲のある学
生の家庭を援助するとともに、該当学生
に対し、町の情報発信を行い、ふるさと”
おおい”を思う気持ちを醸成する。

【実績】
　上期（給付）152人　18,240,000円
　下期（給付）156人　18,720,000円
　合計   延べ308人　 36,960,000円

アンケート調査
対象者：152人
設問：13問+自由意見
回答：95人

【概要】
大学や短期大学、専門学校等に進学す
る学生の保護者に対し、月額20,000円
（最高 4年分：960,000円（所得要件あり））
を給付することにより、修学意欲のある学
生の家庭を援助するとともに、該当学生
に対し、町の情報発信を行い、ふるさと”
おおい”を思う気持ちを醸成する。

【実績】
　上期（給付）145人　17,400,000円
　下期（給付）143人　17,160,000円
　合計   延べ288人　 34,560,000円

アンケート調査
対象者（保護者）：125人
設問：10問
回答：97人

【概要】
大学や短期大学、専門学校等に進学す
る学生の保護者に対し、月額20,000円
（最高 4年分：960,000円（所得要件あり））
を給付することにより、修学意欲のある学
生の家庭を援助するとともに、該当学生
に対し、町の情報発信を行い、ふるさと”
おおい”を思う気持ちを醸成する。

【予定】
　上期（給付）150人　18，000，000円
　下期（給付）150人　18，000，000円
　合計   延べ300人　 36，000，000円

予算事業名 進学サポート事業

令和３年度実績額 34,670,260円 令和４年度予算額(６月補正後) 36,133,000円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 経済的な支援のさらなる充実

戦略事業名 ⑧進学サポート事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-⑧ 課　　　名 学校教育課

進学サポート給付金
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③

④

内部評価結果

　修学意欲のある学生および保護者を経済的にサポートするおおい町独自の制度であり、今後も継続的に学生等へ
の情報提供など繋がりを維持する取組を行い、Uターンなどに繋げていくことが重要

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

事業成果

　国内の大学等に在学する者の保護者等に対し、経済的サポートができた。
　また、保護者に対し、進学サポート事業の必要性及び給付金の用途、町内子育て支援策の有効性等について調査を
実施し検証を行った。

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

　給付対象学生を対象に、.町からのイベント情報・広報誌発刊情報・就職情報をメール配信するとと
もに、給付対象学生の保護者を対象に、事業の必要性及び給付金の用途、また、町内子育て支援策
の有効性等について調査し検証している。
　引き続き、町からメールによる情報発信を積極的に行うとともに、アンケートについては、学生の就
職に関する意識調査に重点を置いて調査を実施。その結果を担当各課等と共有し、学生が求める情
報の提供に努める。

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）
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① 数値目標達成状況

達成状況の要因分
析

新たな目標の考え
方

－

令和３年度末
目標値

（令和6年度末）
―

評　　価（Check）

成果を
測る指標
（ＫＰＩ・
数値
目標）

― 現　　　状
KPI達成率

（％）
基準値

（平成30年度）
―

事
業
の
概
要

（
実
績

）

令和２年度 令和３年度 令和４年度(予定)

　次世代育成支援の一環として、子どもを
生みやすい環境づくりを推進するため、
不妊治療に要する費用の一部助成を行
い、不妊治療を受けている夫婦の経済的
負担の軽減を図り、治療を受ける機会を
増やすことを目的とする。
 
・人工授精…1人
・体外(顕微)受精…5人（4人が妊娠）
（実人数5人）

次世代育成支援の一環として、子どもを
生みやすい環境づくりを推進するため、
不妊治療に要する費用の一部助成を行
い、不妊治療を受けている夫婦の経済的
負担の軽減を図り、治療を受ける機会を
増やすことを目的とする。

・人工授精　 　　  2人
・体外(顕微)受精　3人（1人が妊娠）
（実人数5人）

⇒

　次世代育成支援の一環として、子どもを
生みやすい環境づくりを推進するため、
不妊治療に要する費用の一部助成を行
い、不妊治療を受けている夫婦の経済的
負担の軽減を図り、治療を受ける機会を
増やすことを目的とする。

【予算】
・経過措置　　300,000円×1人
・保険適用外　300,000円×1人
・保険適用　　300,000円×4人

予算事業名 母子保健事業（不妊治療）

令和３年度実績額 615,472円 令和４年度予算額(６月補正後) 1,800,000円

戦略分類 １．子育て支援

取組の方向 不妊等の支援

戦略事業名 ⑨不妊治療費助成事業

第２次おおい町未来創生戦略 事業内部評価シート

整理番号 １-⑨ 課　　　名 すこやか健康課
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③

④

　子どもを生みやすい環境づくりを推進するため、 不妊治療に要する費用の一部助成を行い、不妊治療を受けている
夫婦の経済的負担の軽減を図り、治療を受ける機会を増やすことができた。

内部評価結果

　不妊治療を受けている夫婦の経済的な負担を軽減し、治療機会の増加につなげる重要な事業であり、今後も制度の
周知に努めていく必要がある

事業成果

事業に取組んだことで得られたノウハウや今後の方針（成果又は反省から得られた情報や知識など）

ノウハウの内
容・目標達成に
向けた今後の活
用方針

 令和3年度の申請では人工授精2人、体外(顕微)受精が3人おり、そのうち1人が妊娠につながってい
る。今後も、町民に不妊治療助成事業があることを知ってもらうため、広報やホームページで周知す
る。

前年度の内部評価・外部評価の事業への反映

　引き続き、不妊治療に係る自己負担分の費用を助成し、治療を受けている夫婦の経済的支援を実施した。また、広
報やホームページにより、しっかりと事業の周知を図った。
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